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三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

津
波
、
原
子
力
発
電
所
事
故
、
電
力
供
給
制
約
等

の
様
々
な
事
象
を
引
き
起
こ
し
、
こ
れ
ら
が
複
合

的
に
関
連
し
、
中
小
企
業
に
も
広
範
で
甚
大
な
影

響
が
生
じ
た
。

三
月
二
三
日
に
内
閣
府
が
公
表
し
た
七
道
県

を
対
象
と
し
た
試
算
に
よ
る
と
、
イ
ン
フ
ラ
等
へ

の
直
接
被
害
額
は
約
一
六
〜
二
五
兆
円
と
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
際
に
国
土
庁
が
試
算
し
た
約

九.

六
兆
円
を
大
幅
に
上
回
り
、
こ
の
大
震
災
の

被
害
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

震
源
に
近
い
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
各

県
が
把
握
し
て
い
る
商
工
業
等
の
被
害
額
（
四
月

か
ら
五
月
時
点
）
は
、
青
森
県
三
七
八
億
円
、
岩
手

県
一,
六
六
一
億
円
、
宮
城
県
七,
三
〇
〇
億
円
、

福
島
県
三,
五
九
七
億
円
と
、
工
業
、
商
業
、
観
光

業
全
て
に
お
い
て
、
大
き
な
被
害
と
な
っ
て
い
る
。

大
震
災
に
よ
る
被
害
の
態
様
は
、
様
々
か
つ
甚

大
で
、そ
の
全
貌
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

津
波
、
地
震
、
原
子
力
発
電
所
事
故
、
電
力
供
給

制
約
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
影
響
、
そ
の
他
の
全
国
的

な
影
響
に
大
別
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
震
発
生
後
に
大
津
波
が
発
生
し
、
東
北
地
方

の
太
平
洋
沿
岸
部
を
中
心
に
、
工
場
、
店
舗
、
港

湾
等
の
産
業
基
盤
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本

的
機
能
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
中
小
企
業
も

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

五
月
一
三
日
時
点
で
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、

福
島
各
県
の
商
工
会
が
把
握
し
て
い
る
会
員
企

業
一
三,
七
〇
八
社
（
会
員
企
業
六
七,
一
五
六
社

の
約
二
〇
％
）
の
被
災
状
況
に
よ
る
と
、
沿
岸

部
で
は
、
被
災
状
況
が
把
握
で
き
た
会
員
企
業

六,
一
四
二
社
の
う
ち
、
建
屋
・
家
屋
の
全
壊
が
約

五
四
％
、
半
壊
が
約
一
三
％
、
一
部
損
壊
が
約

二
九
％
と
甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
。
一
方
、
内
陸

部
で
は
、
被
災
状
況
が
把
握
で
き
た
会
員
企
業
の

う
ち
、
建
屋
・
家
屋

の
全
壊
、
半
壊
と
も

に
約
三
％
、
一
部
損

壊
が
約
八
三
％
と

な
っ
て
お
り
、
津
波

の
影
響
を
受
け
た
沿

岸
部
の
企
業
で
よ
り

大
き
な
被
害
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
（
図
表
①
）。

津
波
被
災
地
域
の

主
要
産
業
の
一
つ
で

あ
る
漁
業
や
食
品
加

工
業
の
被
害
状
況
を

見
る
と
、漁
港
施
設
、

漁
船
、
水
産
加
工
施

設
の
い
ず
れ
も
大
き

な
被
害
を
受
け
て
お

り
、
特
に
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
三
県
で

は
、
壊
滅
的
な
被
害

が
発
生
し
た
。

特集

東日本大震災の中小企業への
影響と復興への取り組み

3月11日に発生した東日本大震災により被災地を中心に中小企業は、津波や地震による産業基盤の壊滅、工場、店
舗の損壊、原子力発電所事故による事業活動の停止など、甚大な被害を受けた。さらに取引先の被災による事業の停
滞や消費マインドの低下、販売減少などによる影響が全国的に波及することになった。
今年度の「中小企業白書」では、この震災が中小企業に与えた影響と中小企業の復興への取り組みを大きく取り上
げている。特集では、その概要を紹介する。

｢中小企業白書｣にみる

資料提供：中小企業庁

大
震
災
の
中
小
企
業
へ
の
影
響

津
波
の
影
響

図表① 青森県、岩手県、宮城県、福島県が把握している企業の被災状況

資料：全国商工会連合会からの報告を基に作成
（注）	1. �011年5月13日までに報告のあった商工会の数値を集計
	 �. 商工会の地区は、原則として町村の区域であることに留意する必要がある
	 3. 福島県沿岸部からは、原子力発電所事故の影響により、ほとんど回答が得られていない

会員
企業数
（社）

把握
できた
企業数
（社）

会員企業の被災状況
被災企業数（社）

把握できた企業に占める割合（%）
建屋・家屋
全壊

建屋・家屋
半壊

建屋・家屋
一部損壊

機器・設備
等被害 間接被害 被害なし

沿岸部 18,560 6,142
3,344 783 1,763 175 77 0
54.4% 12.7% 28.7% 2.8% 1.3% 0.0%

内陸部 48,596 7,566
191 205 6,256 468 446 0

2.5% 2.7% 82.7% 6.2% 5.9% 0.0%
合計 67,156 13,708 3,535 988 8,019 643 523 0
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今
回
の
震
災
で
は
、
最
も
激
し
い
揺
れ
を
記
録

し
た
宮
城
県
栗
原
市
で
震
度
七
、
仙
台
市
で
も
地

域
に
よ
っ
て
は
震
度
六
強
が
観
測
さ
れ
る
な
ど
、

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
強
い
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
津
波
の
被
害
は
な
い
も
の
の
、
強

い
揺
れ
に
よ
り
、
建
物
や
設
備
の
損
壊
、
液
状
化
、

設
備
の
保
守
・
点
検
が
専
門
家
不
足
で
受
け
ら
れ

な
い
、
物
流
の
停
滞
に
よ
る
原
材
料
の
調
達
や
商

品
の
配
送
の
ス
ト
ッ
プ
な
ど
で
、
中
小
企
業
や
商

店
街
の
事
業
活
動
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
た
。

ま
た
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
製
造

業
や
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
で
は
、
精
密
な
加

工
を
行
う
た
め
に
工
作
機
械
の
精
度
調
整
等
に
時

間
が
掛
か
る
場
合
も
あ
り
、
活
発
な
余
震
活
動
の

影
響
等
に
よ
り
生
産
活
動
が
大
き
く
停
滞
し
た
。

地
震
や
津
波
に
加
え
て
、
原
子
力
発
電
所
事

故
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
中
小
企
業

で
事
業
の
継
続
が
困
難
と
な
り
、
先
行
き
の
見

通
し
も
立
た
な
い
な
ど
、
非
常
に
大
き
な
影
響

を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
原
発
事
故

の
避
難
区
域
等
の
周
辺
で
生
産
さ
れ
た
商
品
で
は
、 

取
引
の
停
滞
や
取
り
や
め
が
発
生
し
、
輸
出
の
際

に
海
外
メ
ー
カ
ー
か
ら
放
射
線
検
査
を
要
求
さ
れ

る
ケ
ー
ス
も
生
じ
た
。

原
発
事
故
の
避
難
区
域
等
で
は
、
化
学
部
品
、

輸
送
機
械
部
品
、
電
子
機
器
部
品
等
の
特
定
の
分 

野
で
高
い
シ
ェ
ア
を
有
す
る
企
業
が
多
く
存
在
す

る
が
、
当
該
企
業
の
事
業
活
動
の
継
続
が
困
難
と

な
り
、
自
動
車
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
等
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
影
響
が
波
及
し
た
。

さ
ら
に
、
事
業
の
継
続
が
著
し
く
困
難
に
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
件
費
や
固
定
費
の
負
担

が
発
生
。
先
行
き
の
見
通
し
も
立
た
な
い
な
ど
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
他
の
事
業
所
で
の
代

替
生
産
や
事
業
所
の
区
域
外
へ
の
移
転
を
検
討
す

る
企
業
も
存
在
す
る
。

さ
ら
に
、
避
難
区
域
等
の
区
域
外
で
あ
っ
て 

も
、
そ
の
周
辺
で
生
産
さ
れ
た
商
品
で
は
、
取
引

の
停
滞
や
取
り
や
め
が
発
生
。
取
引
先
か
ら
製
品

の
安
全
性
の
検
査
、確
認
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

国
内
外
を
問
わ
ず
、
風
評
被
害
の
広
が
り
に
よ
り

旅
館
、
ホ
テ
ル
の
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
等
が
相
次

い
だ
。

震
災
を
受
け
て
、東
京
電
力
の
原
子
力
発
電
所
、 

火
力
発
電
所
、
送
電
設
備
等
が
被
災
。
三
月
の
平

日
の
平
均
的
な
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
四
七
〇
〇
万

ｋ
Ｗ
に
対
し
て
、
供
給
力
は
震
災
直
後
に
三
一 

〇
〇
万
ｋ
Ｗ
に
ま
で
落
ち
込
み
、
三
月
一
四
日
か

ら
二
八
日
に
か
け
て
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
た
。

組合活性化情報

中小製造業の業況と｢円高｣、｢デフレ｣の影響等に関する緊急調査

地
震
の
影
響

原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響

電
力
供
給
制
約
の
影
響

BCP策定で早期復旧を果たす
鈴木工業株式会社（宮城県仙台市）
従業員67名、資本金6,000万円

産業廃棄物の収集運搬、リサイクル
等の中間処理、上水・下水施設の清掃
等を行う同社は、津波によって、中間処
理施設の事務所をはじめ施設内で使
用していた重機、車両、トラックスケール
等といった主要設備のほとんどが流失。
さらに、処理施設の建屋の壁が半壊、施設内の焼却炉や水処理施設

もヘドロやがれきに埋もれ、敷地内の廃棄物の保管場所等も地面が陥没
する被害を受けた。
同社では、2008年8月から緊急事態に備えてBCPの策定検討を始め、
2009年9月に第1版を制定。社内研修会では、外部の専門家も参加した
BCPの机上演習や模擬演習を繰り返し行っていた。このため今回の震災
では、中間処理施設からの円滑な避難や出先で作業中の社員の安否確
認が迅速に行われ、全員の無事を早い段階で確認することができた。　
またBCP策定により緊急用の通信手段として衛星電話を設置していた
ため、処理施設の修理業者に速やかに連絡が取れ、震災の翌日には修
理業者が復旧の確認作業に取り掛かることができた。衛星電話は、顧客
との連絡にも大いに役立ち、地震翌日から各市町の復旧作業や顧客の
復旧作業にも参加できた。なお、自社の処理施設が復旧するまでは、県外
の産廃業者の協力を得て円滑に廃棄物の処理を行った。
本社の電話やパソコンは3月16日に復旧。産業廃棄物の収集運搬や
清掃業務、リサイクル業務は震災後約1週間、その他の中間処理業務に
ついても約1カ月で復旧。早期に完全復旧を果たした。
同社では、BCPを策定していたことで、事業の早期復旧に一定の効果

があったと評価する一方で、今回の震災を教訓にさらに見直しを図り、より
精度の高いBCPの策定を急いでいる。

社内研修会における外部の専門家に
よるBCPの演習
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今
回
の
震
災
で
は
、
被
災
地
域
以
外
の
企
業
に

も
、
様
々
な
影
響
が
全
国
的
に
波
及
し
た
。

日
本
公
庫
が
四
月
に
、
全
国
の
中
小
企
業
に
対

し
震
災
の
影
響
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
現

在
影
響
が
出
て
い
る
及
び
今
後
影
響
が
出
そ
う
と 

回
答
し
た
企
業
数
の
割
合
は
、「
取
扱
商
品
の
不
足
・

価
格
高
騰
」
が
五
割
弱
と
最
も
高
く
、次
い
で
「
自

粛
ム
ー
ド
、
節
約
意
識
の
高
ま
り
」
が
約
三
割
、 

「
取
引
先
が
被
災
」が
約
一
割
を
占
め
た（
図
表
②
）。

製
造
業
で
は
、
連
続
操
業
が
必
要
な
企
業
を
中

心
に
、「
生
産
計
画
の
策
定
に
支
障
が
生
じ
る
」「
操 

業
度
が
低
下
す
る
」「
生
産
体
制
の
見
直
し
を
迫

ら
れ
る
」「
部
品
の
入
手
が
難
し
く
な
る
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
た
。

小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、「
停
電
に
よ
り
客 

足
が
遠
ざ
か
っ
た
」「
営
業
時
間
を
短
縮
せ
ざ
る
を

得
な
い
た
め
に
、
売
上
が
悪
化
し
た
」、
卸
売
業
で 

は
、「
商
品
の
保
管
が
難
し
く
な
っ
た
」、
運
輸
業

で
は
、「
製
品
出
荷
量
の
減
少
に
伴
い
、
荷
動
き
が 

悪
化
し
た
」
な
ど
、
計
画
停
電
が
様
々
な
業
種
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

今
回
の
震
災
は
、
被
災
し
た
企
業
の
操
業
停
止

や
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
寸
断
に
よ
る
物
流
の
停
滞
に 

よ
っ
て
、
被
災
地
域
か
ら
の
製
品
供
給
や
被
災
地

域
へ
の
製
品
販
売
が
困
難
と
な
り
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

図
表
③
は
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
被

災
各
県
に
お
い
て
出
荷
金
額
が
高
い
品
目
上
位
五

位
を
示
し
た
も
の
だ
が
、
自
動
車
部
分
品
・
附
属

品
、
そ
の
他
の
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
集
積
回
路
の
出
荷
額
が
大
き
く
、
産
業
に
不

可
欠
な
品
目
を
供
給
す
る
企
業
と
の
取
引
が
困
難

に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
影

響
が
及
ん
だ
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
全
国
的
な
影
響

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響

被災地の高校生を積極的に採用
大起水産株式会社（大阪府堺市）
従業員113名、資本金6,000万円

鮮魚・水産品の加工販売や回転寿司店を経営する同社では、被災地
域での内定取消の動きを見て直ちにハローワークを通じて、気仙沼市の
水産高校などに連絡。最大で10名まで採用可能であることを伝えた。住
居についても、家賃の約8割を補助する予定で、既に具体的な動きも出て
きている。
佐伯保信社長は、「故郷から送られた魚が、どのように生活者に届くの

かを小売業や外食産業で勉強することで、故郷に戻って水産業に従事す
る際に大いに役立つと思う。また大消費地である近畿と三陸各県との交
流が深まれば、今まで以上に距離感は縮まる。さらに販路の拡大によって
魚価を下支えすることができ、長い意味での復興支援につながる」と、今後
も被災地域の卒業生の採用を活発化させていく考えだ。

自社の金型を他社で生産、取引先への影響を抑える
株式会岩沼精工（宮城県岩沼市）
従業員50名、資本金1,000万円

精密プレス加工、金型製作、省力化機器の設計・製造を行う同社では、
震災で工場が浸水。500種類以上の金型や機械設備が被害を受けた。
千葉喜代志社長は、「被災状況を見た時、一瞬、再開断念も考えたが、
取引先への供給責任や従業員とその家族の将来を思い、操業継続を決
断した」と振り返る。　
同社では、取引先への影響を最小限に抑えるべく、震災以前の受注に

は無事だった在庫等で対応。量産品に不可欠な金型の洗浄と錆び防止
を最優先に行い、自社の金型と従業員の応援を受けた同業者の工場に
送って生産を行った。自社工場は、被害を受けた機械設備を中古品の購
入で代替して生産体制を整え、電力供給が再開するまでは、大型発電機
を借り入れるなど工夫。震災から約１カ月で操業を再開した。
千葉社長は、「客先、同業者の協力、仲間に支えられて早期復旧に全
社一丸で取り組み、やっとここまできた。本当に感謝している」と語った。

図表② 東日本大震災の影響（複数回答）

現在影響が出ている 今後影響が出そう

自社が被災 1.1／0.0

取引先が被災 8.0

8.0

6.7

6.0

24.4

3.9

3.4

5.2

35.8 10.0

8.0

計画停電 8.0

物流の停滞 6.7

燃料の不足・価格高騰 6.0

自粛ムード、節約意識の高まり 24.4

風評被害 1.4

震災特需 3.9

その他 3.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50
（％）

2.2

1.2
0.2

5.2

0.4

取扱商品の不足・
価格高騰

35.8 10.0

通信・
情報インフラ障害
取扱商品の不足・

価格高騰

0.5／0.0

0.1

0.8

2.2

資料：（株）日本政策金融公庫「全国小企業月次動向調査」（�011年�月調査）
（注）	1. 	「現在影響が出ている」、「今後影響が出そう」と回答した企業の合計を分母とした比率

を示している
	 �. 	（株）日本政策金融公庫取引先1,395社への調査結果（岩手県、宮城県、福島県、茨城県

を除く）である
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震
災
が
発
生
し
た
二
〇
一
一
年
三
月
の
鉱
工
業

生
産
指
数
を
見
る
と
、
直
接
被
害
の
大
き
か
っ
た

東
北
地
方
で
は
、
前
月
か
ら
の
減
少
率
が
石
油
製

品
工
業
で
は
九
割
以
上
、
家
具
工
業
、
鉄
鋼
業
、

パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
製
造
業
で
六
割
前
後
と
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
四
国
を
除
く
そ
の
他
の
地
域
で
は
、
輸

送
機
械
工
業
の
減
少
率
が
約
三
〜
五
割
と
、
他
の

業
種
と
比
較
し
て
突
出
し
て
お
り
、
被
災
地
域
の

企
業
か
ら
の
原
材
料
、
部
品
等
の
供
給
が
滞
っ
た

た
め
、
全
国
的
な
影
響
が
広
が
る
こ
と
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
④
）。

今
回
の
震
災
は
、
被
災
地
へ
の
配
慮
等
か
ら
の 

自
粛
ム
ー
ド
や
長
引
く
余
震
、
計
画
停
電
等
の
影

響
で
売
業
や
旅
館
、
ホ
テ
ル
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
を 

中
心
に
消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
た
。

震
災
が
中
小
企
業
に
及
ぼ
し
た
需
要
へ
の
影
響 

に
つ
い
て
、需
要
が
減
少
ま
た
は
、や
や
減
少
と
回 

答
し
た
企
業
の
割
合
は
小
売
業
で
約
六
五
％
、

サ
ー
ビ
ス
業
で
六
〇
％
強
と
高
く
な
っ
て
お
り
、

消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下
に
よ
る
需
要
の
減
少
の
影
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消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下
に
よ
る
影
響

速やかに生産ラインを復旧させ全面稼働
株式会社アリーナ（福島県相馬市）
従業員200名、資本金1,000万円

電子機器部品組立製造業の同社は、チップ電子部品を基板に取り付
ける技術で世界最先端の実績を誇っている。
この技術は、世界有数の携帯電話メーカーの製品にも活かされ、当社
の部品は全世界の約20％の携帯電話に供給されている。
同社では、生産が止まると取引先に大きな影響が出ることから、震災
直後、直ちに社内に災害対策本部を設置。社員と家族の安否や家屋等
の被災状況の把握、社員への支援体制の確立、工場復旧のためのプロ
ジェクトチームの立ち上げなどを実施した。
また、毎日状況報告会を実施し、情報の共有化に努めた。本部を中心
にガソリン不足や地震、津波で家を失って出社できない社員のための支
援を相馬市役所に要請。職場復帰できる生活環境の改善に奔走した。
生産設備の修理では、取引業者や機械製造業者の技術者が名古屋
方面からも支援にかけつけ、社員と共に連日復旧作業に取り組み、震災
11日後の3月22日には全面稼働を果たした。

震災直後（左）と稼働再開後（右）の工場の様子

図表③ 被災4県における出荷金額上位5品目

資料：経済産業省「平成�0年工業統計表」再編加工
（注）	被災地域は、青森、岩手、宮城、福島各県における災害救助法を	

適用した市町村（�011年3月��日時点）を集計した

順位 品　目　名
出荷額（百億円） 構成比

（％）被災
地域 全国

1 自動車部分品・附属品 67 2,654 2.5

2 その他の電子部品・
デバイス・電子回路 33 405 8.1

3 集積回路 31 431 7.1

4 洋紙・機械すき和紙 30 208 14.4

5 自動車
（二輪自動車含む） 27 969 2.8

全　品　目 1,165 30,525 3.8

図表④ 2011年3月の鉱工業生産指数（東北・中部・全国）及び中小企業への影響

資料：経済産業省「鉱工業生産指数」
（季節調整値　�005年=100）	

東　北 中　部 全　国

産業 2月 3月 前月比 産業 2月 3月 前月比 産業 2月 3月 前月比

1位 石油製品
工業 99.6 5.9 ▲94.1 輸送機械工業 101.5 56.6 ▲44.2 輸送機械工業 99.3 52.9 ▲46.7

2位 家具工業 73.2 24.1 ▲67.1 非鉄金属工業 97.8 77.9 ▲20.3 非鉄金属工業 93.8 78.3 ▲16.5

3位 鉄鋼業 102.6 35.3 ▲65.6 家具工業 73.5 64.5 ▲12.2 ゴム製品工業 96.0 81.1 ▲15.5

4位
パルプ・
紙・紙加
工品工業

99.1 40.3 ▲59.3 電気機械工業 104.6 93.1 ▲11.0 家具工業 74.9 64.0 ▲14.6

5位 化学工業 123.4 65.3 ▲47.1
プラス
チック製
品工業

92.4 82.4 ▲10.8 一般機械工業 93.9 80.3 ▲14.5

全体 鉱工業 99.5 64.7 ▲35.0 鉱工業 100.2 82.1 ▲18.1 鉱工業 97.9 82.7 ▲15.5
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次
に
小
売
業
と
旅
館
、
ホ
テ
ル
等
の
サ
ー
ビ
ス

業
の
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
影
響
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

大
型
小
売
店
を
除
く
小
売
業
販
売
額
の
前
年
同

月
比
増
減
率
は
、
震
災
が
発
生
し
た
二
〇
一
一
年

三
月
は
前
年
同
月
比
が
八.

九
％
と
大
き
く
低
下
。

震
災
に
よ
る
消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下
が
中
小
小
売

業
販
売
額
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら

れ
る
（
図
表
⑥
）。

（
独
）国
際
観
光
振
興
機
構
が
公
表
し
て
い
る
訪 

日
外
国
人
数
に
よ
る
と
（
図
表
⑦
）、二
〇
一
一
年 

三
月
の
訪
日
外
国
人
数
は
、
前
年
同
月
比
で
五
〇. 

三
％
減
と
調
査
開
始
以
降
最
も
大
き
く
減
少
し
た
。

響
が
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
大
き
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の

影
響
を
地
域
別
に
見
る
と
、東
北
、関
東
に
加
え
て
、

北
海
道
、東
海
、中
国
で
も
、六
割
以
上
の
企
業
が
、

需
要
が
減
少
ま
た
は
、
や
や
減
少
と
回
答
。
影
響

が
全
国
的
に
波
及
し
た
こ
と
が
分
か
る（
図
表
⑤
）。

震
災
前
後
の
訪
日
外
国
人
数
を
み
る
と
、
震
災

の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
三
月
一
日
か
ら
一
一
日

が
約
二
一
万
五
〇
〇
〇
人
で
前
年
同
期
比
四
％
増

で
あ
る
の
に
対
し
、
三
月
一
二
日
か
ら
三
一
日
は
約

一
三
万
七
〇
〇
〇
人
で
同
七
三
％
減
と
な
っ
た
。さ
ら

に
、四
月
の
前
年
同
月
比
は
、六
二.

五
％
減
と
な
り
、

二
ヵ
月
連
続
で
単
月
の
減
少
幅
が
最
大
と
な
っ
た
。

国
内
で
も
、
旅
行
の
取
り
や
め
や
自
粛
が
相
次

い
だ
。
観
光
庁
に
よ
る
と
、
二
〇
一
一
年
三
月
か

ら
四
月
の
旅
館
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊
予
約
の
う
ち
、

東
北
で
は
約
六
一
％
、
関
東
で
は
約
四
八
％
、
全

国
で
は
約
三
六
％
が
取
り
や
め
と
な
っ
た
。

地域住民の生活を支え、地元企業の活性化に貢献
株式会社マイヤ（岩手県大船渡市）
従業員700名・資本金9,600万円

岩手県沿岸部を中心に
食品スーパーマーケット
16店舗を展開する同社で
は、6店舗が津波で被災。
陸前高田市等では他に

スーパーはほとんどなく、同
社が供給を止めると住民の
生活が成り立たなくなるとい
う状況にあった。このため、
被害のなかった店舗では、
震災当日の夕方から駐車場

で営業を行い、翌日も早朝6時から営業を開始した。
また、被災した店舗があった地域には多くの出張店舗を設けるとともに、

レジがないことを補うため、50円や100円といった均一価格で商品を販売
するなど工夫した。
同社では、自社が被災したにもかかわらず、風評被害を受ける農水
産物を中心に、地元の中小企業から積極的に仕入れを行っている。
また、震災後、早期に生産を再開した地元の名菓メーカーに販売場
所を提供するなど、相互に協力し、地域の早期復興に寄与している。
㈱マイヤの米谷春夫社長は、「地元はまさに運命共同体。今回の被
災に際し、地域のライフラインを守ることは当たり前の責務」と語った。

営業再開した株式会社マイヤの店舗で
販売を行う地元の名菓メーカー

図表⑤ 震災による中小企業の需要への影響

需要が減少
（見込み含む）

全体
全体

北海道

東北

北関東

南関東

北陸

東海

近畿

中国

四国

九州 32.4 17.6

11.4

25.5

23.8

21.3

20.7

21.4

15.9

10.7

19.8

20.4

17.6 21.1 5.6
2.1

21.1

27.3 11.4 20.5 11.4
2.3

27.3

39.4 25.5 9.6 9.6
0

16

31.9 23.8 9.5 10.5

9.3

3.3
21

41.8 21.3 9.9 10.6
2.1
14.2

29.3 20.7 20.710.3
5.2

13.8

48.1 21.4 8.8 7.6
3.1

11

46.6 15.9 5.7 12.5
4.5

14.8

49.3 10.7 8 12 9.3 10.7

45 19.8 11.7 6.3
1.8

15.3

41.9 20.4 10.5 9.2
3.1

14.9
36 21.2

17.5

22.6

22.1

20.3

20.8

21.2 7.5 14.9 5

5.6

5.8

4.9

3

5 15.4

小売業

サービス業

卸売業

製造業

運輸・
倉庫業 35 17.5 5 21.5 5.6 15.4

0 0100 100
（％）

33.6 22.6 5.8 17.2 5.8 15

38.6 22.1 7 14.3 4.9 13

41.4 20.3 10.7 9.3 3 15.4

43.9 20.8 9.8 8.9
3.6

13.1

需要がやや減少（見込み含む） 需要がやや増加（見込み含む）

影響はない 

需要が増加（見込み含む）

分からない 
（地域）（業種）

資料：（株）帝国データバンク「震災の影響と復興支援に対する企業の意識調査」（�011年3月）
（注）	１．中小企業のみを集計
	 ２．右図は小売業及びサービス業のみを集計
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自粛ムードを取り払う取り組みを行う商店街
高円寺銀座商店会協同組合（東京都杉並区）

当組合では、飲食店経営者が中心となり、顧客とともに行う被災地支援
チャリティプロジェクト「オー・ド・ヴィー」を立ち上げた。
これは、消費者が外食や飲酒を自粛するのではなく、飲食店を利用す
る際に、店舗ごとのチャリティメニューや「もう一品」、「もう一杯」注文しても
らい、売上の一部を被災地域に送ろうという事業である。
募金活動として被災地域へ直接支援ができる上に、消費マインド低下

により大きく影響を受ける街の活性化にもつながることから、組合では、こ
の活動を積極的に支援。さらに、各方面に働きかけ、高円寺の10商店街
が加盟する「高円寺商店街連合会」の後援を得るなど、取り組みの輪の
広がりや新たな取り組みにつながることも期待される。

原発事故発生直後からガスの供給を再開
相馬ガス株式会社（福島県南相馬市）
従業員30名、資本金9,600万円

同社はグループ企業とともに、都市ガス、LPガス、ガソリンスタンド等のエ
ネルギー事業を展開。原発事故によって管内が屋内退避地域に指定さ
れ、住民や社員の多くが避難し、都市ガス原料や石油製品の輸送が滞っ
た。しかし、都市ガス等利用者1万軒に対応するため、市民ボランティアの
協力を得るなどして、震災直後から営業を再開した。
現在は、緊急時避難準備区域に指定され、いまだ売上見通しを立てに

くい状況だが、渋佐克之社長は、「エネルギー事業は、大切なインフラの
一部であるという信念を持ち、今後も、利用者がいる限り、事業を継続して
いく」と話した。

地元での復興に強い意志で取り組む
株式会社ヤマニシ（宮城県石巻市）
従業員194名、資本金1億円

中型船を中心とした各種船舶を製造する当社では、2008年に、東北
最大級の150トンクレーンを導入。造船規模を最大2万4,000トン級に拡大
するなど、近年は国際需要に対応する態勢を一段と強化してきていた。
しかし、津波で工場施設の1階部分が浸水。生産設備の多くが被害を
受け、建造中の大型貨物船も2隻が流された。岸壁も地盤沈下のおそれ
から護岸修復の必要があり、当面は製造を見合わせる予定だが、2012年
春頃の工場復旧を目指して懸命に復旧・復興に取り組んでいる。
国内外の船主からは、同社の操業再開の際には1番船を建造したいと

いう申出が多く寄せられている。
前田英比古社長は、「漁業が盛んな石巻に根付き、地元有数の雇用

の場を担っていることを自負して経営してきた。事業が通常どおりに戻れ
ば、利益も確保でき雇用機会も広がる。90年間培った造船の技術、技能、
人材を活かすためにもこの石巻の地で必ず復興したい」と話す。

（単位：％）

（単位：万人）
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図表⑥  小売業販売額（大型小売店を除く）の
前年同月比増減率

図表⑦  訪日外国人数及び中小観光業への影響

資料：経済産業省「商業販売統計月報」

資料：（独）国際観光振興機構「訪日外客統計」
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東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
岩
手
県
大
槌
町
と
山
田
町
。そ

の
避
難
所
に
二
五
〇
〇
枚
近
い
畳
を
届
け

た
。「震

災
発
生
時
の
東
北
は
、ま
だ
ま
だ
寒 

さ
の
厳
し
い
時
期
。
避
難
所
の
冷
た
い
床

に
横
に
な
る
被
災
者
の
姿
を
見
て
、
ぜ
ひ

と
も
役
に
立
ち
た
か
っ
た
」。

会
長
を
務
め
る
連
合
会
は
、
県
下
八
つ

の
事
業
協
同
組
合
か
ら
成
り
、
二
〇
〇
社

を
超
え
る
畳
工
事
業
者
が
加
入
す
る
。
そ

の
ト
ッ
プ
の
想
い
に
、
組
合
員
が
応
え
、

二
五
〇
〇
枚
に
及
ぶ
畳
が
寄
せ
ら
れ
た
。

避
難
所
に
畳
を
送
ろ
う
と
い
う
声
は
、

全
国
各
地
で
上
が
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は

実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
、
と
言
う
。

「
現
地
ま
で
の
配
送
方
法
が
確
保
で
き

ず
断
念
し
た
地
域
が
ほ
と
ん
ど
。我
々
は
、

な
ん
と
し
て
も
届
け
よ
う
と
、
行
政
に
働

き
か
け
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
、
三
回
に
分
け
て
無
事
送
り
届
け

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
抜
群
の
調
整
力
と

実
行
力
を
発
揮
し
、難
事
を
や
り
遂
げ
た
。

「
労
苦
を
惜
し
ま
ず
、汗
を
か
く
。
動
か 

な
け
れ
ば
、
何
事
も
好
転
し
ま
せ
ん
」
と

き
っ
ぱ
り
と
言
い
放
つ
。

連
合
会
が
誕
生
し
た
の
は
三
一
年
前
。

県
外
に
流
出
し
て
い
た
県
発
注
の
畳
工
事

を
取
り
戻
そ
う
と
、
昭
和
五
二
年
頃
か
ら

続
々
と
協
同
組
合
が
誕
生
。
県
下
を
網
羅

す
る
一
一
組
合
全
て
が
官
公
需
適
格
組
合

証
明
を
取
得
し
た
昭
和
五
五
年
に
、
連
合

会
を
組
織
し
た
。

ト
ッ
プ
に
就
い
て
五
年
。
常
に
念
頭
に

置
く
の
が
、三
〇
年
前
の
先
達
の
想
い
だ
。

「
組
合
専
任
技
術
者
の
検
査
や
自
主
検
査

表
に
よ
る
確
認
、
引
き
渡
し
後
の
厳
格
な

管
理
な
ど
、
連
合
会
が
音
頭
を
と
っ
て
万

全
の
施
工
体
制
を
築
き
、
発
注
者
の
信
頼

を
勝
ち
取
っ
て
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。 

先
人
が
築
い
た
こ
の
大
き
な
財
産
を
次
代

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
私
の
役
目
」。

五
年
ほ
ど
前
か
ら
、
入
札
や
業
者
選
定

方
法
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

受
注
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

「
会
の
役
割
は
、各
協
組
が
官
公
需
を
ス 

ム
ー
ズ
に
受
注
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
。県
内
の
畳
工
事
業
者
の
総
意
と
し
て
、

行
政
に
対
し
、
官
公
需
適
格
組
合
の
メ
リ 

ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
の
活
用
を
粘
り

強
く
訴
え
て
い
き
た
い
」。

後
継
者
の
育
成
も
大
き
な
使
命
だ
。

平
成
一
八
年
、
技
能
と
畳
文
化
の
継
承 

を
目
的
に
”畳
塾”

を
開
設
。若
手
職
人
や 

後
継
者
を
対
象
に
毎
月
、
職
人
技
の
手
縫

い
技
術
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
伝
授
す
る
。

当
初
は
、
理
事
長
を
務
め
る
静
岡
室
内 

装
備
畳
協
組
の
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し 

た
が
、「
時
間
的
、
人
的
な
制
約
か
ら
、
単 

独
開
催
で
き
る
協
組
は
少
な
い
」
と
連
合

会
で
の
実
施
を
決
断
。
毎
年
、
次
々
と
技

能
士
を
誕
生
さ
せ
る
な
ど
、
組
織
を
挙
げ

て
後
継
者
育
成
に
力
を
入
れ
る
。

多
忙
な
日
々
を
縫
い
、
気
の
合
う
仲
間

た
ち
と
出
か
け
る
鮎
釣
り
。

「
自
然
を
感
じ
な
が
ら
無
心
に
な
れ
る

瞬
間
が
最
高
の
息
抜
き
で
す
ね
」。

クローズアップインタビュー

静岡県畳適格組合連合会

小杉眞弘会長

組合活性化情報

県下を網羅する 
万全の受注体制
官公需適格組合の
活用を
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◆官公需とは
　国や県、市町村などが物品の購入やサービスの提供を受けたり、工事の発注をすることを「官
公需」といいます。その内容は、公共機関で使用する
　　器具備品・消耗品等の納入、清掃作業や警備業務といった施設の維持管理業務、
　　運搬業務（以上を物品・役務といいます）、土木建設工事など
幅広い分野・規模にわたります。

◆官公需適格組合制度とは
　官公需適格組合制度は、官公需の受注に対して特に意欲的であり、かつ受注した契約を十分
に責任もって履行できる経営基盤が整備されている組合であることを、中小企業庁（静岡県の
場合は関東経済産業局）が証明する制度です。この証明を受けられる組合は、事業協同組合、
企業組合、協業組合等で一定の基準を満たしていることが条件となります。
　なお官公需適格組合証明には、【物品・役務】と【工事】の2種類があります。

◆物品・役務関係の証明を受けるためには
①組合の共同事業が組合員の協調裡に円滑に行われていること
②官公需の受注について熱心な指導者がいること
③常勤役職員が2名以上いること
④共同受注委員会が設置されていること
⑤役員と共同受注した案件を担当した組合員が連帯して責任を負うこと
⑥検査員を置くなど検査体制が確立されていること
⑦組合運営を円滑に遂行するに足る経常的収入があること
以上の基準を満たしていることが条件となります。

◆工事関係の証明を受けるためには
　上記①～⑦の基準に加えて、さらに
⑧共同受注事業を1年以上行っており相当程度の受注実績があること
⑨ 工事１件の請負代金の額が1,500万円（電気、管工事等は500万円）以上のものを受注し
ようとする組合は、常勤役員が１名以上、常勤職員が２名以上おり、その役職員のうち２
名は受注しようとする工事の技術者であること
⑩ 工事１件の請負代金の額が1,500万円（電気、管工事等は500万円）以上のものを受注し
ようとする組合は、総合的な企画及び調整を行う企画・調整委員会が現場ごとに設置され、
工事全体が契約通りに施工される体制が整備されていること等
⑪定款において、組合員が自由脱退する場合の予告期間を１年としていること
　（現行定款で脱退予告日が90日前の場合は、定款変更認可が必要）

　このような官公需適格組合が静岡県では51組合（工事31組合／物品・役務20組合）があり
ます。（平成23年9月現在）

静岡県中央会では、協同組合設立から適格組合証明取得までのお手伝いをいたします。
お気軽にご連絡ください。

（静岡：054-254-1511　沼津：055-963-4511　浜松：053-453-2195）

]官公需適格組合証明制度のご案内 ]
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高
校
教
諭
が
鉄
筋
の
組
み
立
て
に
挑
戦

静
岡
県
鉄
筋
協
同
組
合

静
岡
県
鉄
筋
業
協
同
組
合（
石
原
光

理
事
長
）は
、八
月
二
九
日
、静
岡
市
の

県
立
科
学
技
術
高
校
で
、県
内
の
工
業

高
校
の
教
諭
を
対
象
に
、鉄
筋
施
工
の 

”現
場
実
務
施
工
体
験
研
修”

を
行
っ
た
。

こ
の
研
修
は
、建
設
現
場
を
経
験
し

な
い
で
教
職
に
就
い
た
教
諭
を
対
象
に
、 

鉄
筋
の
実
施
工
を
通
じ
、生
徒
の
進
路

指
導
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、富
士

教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー（
富
士
宮
市
）の
協

力
を
得
て
実
施
。

科
学
技
術
高
や
浜
松
工
高
、天
竜
林

業
高
、伊
豆
総
合
高
な
ど
の
建
築
関
係

科
で
教
鞭
を
執
る
二
〇
代
、三
〇
代
の

若
手
教
諭
ら
八
人
が
参
加
し
た
。　

午
前
中
に
構
造
、施
工
方
法
、材
料 

な
ど
鉄
筋
の
基
礎
知
識
や
安
全
確
認
の

方
法
を
学
ん
だ
後
、午
後
は
四
人
一
組

の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、二
級
鉄
筋

技
能
士
検
定
の
実
技
課
題
で
あ
る
鉄
筋

組
立
に
挑
戦
し
た
。

課
題
は
、曲
げ
加
工
し
た
鉄
筋
を
使

用
し
、図
面
や
仕
様
に
基
づ
い
て
、基

礎
、柱
、梁
を
組
み
立
て
る
と
い
う
も

の
。教
諭
ら
は
、県
鉄
筋
業
協
組
の
熟
練

技
能
者
ら
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が

ら
、図
面
の
見
方

や
結
束
の
仕
方
、

鉄
筋
の
組
み
方
な

ど
を
学
び
、約
三

時
間
か
け
て
課
題

を
完
成
さ
せ
た
。

研
修
を
受
け
た

教
諭
か
ら
は
、

「
貴
重
な
体
験

と
な
っ
た
。今
後

の
指
導
に
活
か
し

た
い
」「
達
成
感
と

満
足
感
を
味
わ
っ

Business Report 組合の動き

静
岡
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組

合（
宮
本
隆
理
事
長
）で
は
、九
月
一
五

日
、静
岡
市
の
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
”静
岡

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
環
境
フ
ェ
ア”

を

開
催
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、平
成
一
一
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、今
回
で
八
回
目

の
開
催
。一
般
を
含
め
五
〇
〇
名
を
超

え
る
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

全
国
か
ら
業
務
用
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

機
器
な
ど
を
扱
う

三
二
社
が
ブ
ー
ス

を
設
け
、洗
浄
機
や

ワ
ッ
ク
ス
、洗
浄
剤

な
ど
、最
新
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
機
器
や

サ
ー
ビ
ス
を
披
露
。

環
境
に
配
慮
し
た
製

品
や
技
術
、サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
通
じ
、新
た
な
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
あ
り
方
を
提
案
し
た
。

ま
た
、環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
新

た
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
や
新
技

術
を
活
か
し
た
ロ
ー
コ
ス
ト
化
の
提
案
、

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
と
い
っ
た
特
殊
施

設
の
清
掃
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ

ナ
ー
も
開
催
さ
れ
、セ
ミ
ナ
ー
会
場
は

多
く
の
聴
講
者
で
埋
ま
っ
た
。

組
合
で
は
、

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
菅
井
文

明
専
務
理
事
は
、

「
先
生
方
に
建
設
産
業
の
現
場
を

知
っ
て
も
ら
い
、若
者
の
入
職
に
つ
な
げ

よ
う
と
協
力
し
た
。今
後
も
別
業
種
の
組

合
な
ど
と
連
携
し
て
、実
施
し
て
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。

た
」「
今
ま
で
と
違
っ
た
視
線
か
ら
現
場

を
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
」な
ど
の

感
想
が
あ
が
っ
た
。

鉄
筋
業
協
組
の
石
原
理
事
長
は
、

「
学
校
に
戻
っ
て
、も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
、面
白
さ
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
て

欲
し
い
」と
期
待
し
た
。

環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

新
た
な
ビ
ル
メ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

静
岡
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

s�

鉄
筋
技
能
士
検
定
試
験
の
課
題
に
取
り
組
む
教
諭
ら（
写
真
上
）。座
学
で
は
、

指
差
呼
称
な
ど
安
全
確
認
の
重
要
性
を
学
ん
だ

▲�最新の清掃機器の説明を受ける来場者ら。
　セミナー会場は多くの聴講者で埋まった（写真下）
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告
美
術
の
技
能
を
競
う
競
技
大
会
も
兼

ね
る
。

三
〇
回
の
節
目
を
迎
え
た
今
回
は
、

環
境
や
福
祉
、交
通
安
全
、防
災
な
ど 

を
テ
ー
マ
に
、組
合
員
や
高
校
生
ら
か

ら
一
〇
一
点
が
出
展
さ
れ
た
。

作
品
に
は
、縦
九
〇
㎝
、横
一
二
〇
㎝ 

の
パ
ネ
ル
ボ
ー
ド
を
使
用
。手
書
き
の

部
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

（
Ｃ
Ｇ
）な
ど
を
使
っ
た
手
書
き
以
外
の

部
、学
生
の
部
に

分
か
れ
、そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
で
工
夫

と
技
術
を
凝
ら
し

た
力
作
が
ず
ら
り

と
並
ん
だ
。

会
場
に
は
、小

さ
な
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
ま
で
多
く

の
来
場
者
が
つ
め

か
け
、肉
筆
の
細

や
か
な
筆
使
い
や

Ｃ
Ｇ
を
駆
使
し
た

組合活性化情報

た
催
し
な
ど
を
通
じ
、新
た
な
サ
ー
ビ

ス
や
技
術
を
積
極
的
に
業
務
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

「
フ
ェ
ア
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
〇
年

以
上
経
ち
、環
境
に
対
す
る
意
識
も
か

な
り
高
ま
っ
て
き
た
。今
後
も
こ
う
し

s�
”手
書
き
の
部
“で
最
高
賞（
県
知
事
賞
）受
賞
し
た
作
品（
写
真
上
）。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
多
く
の
来
場
者
が
詰
め
掛
け
た

技
術
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
広
告
看
板
が
ず
ら
り

静
岡
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

静
岡
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合（
上

村
計
介
理
事
長
）が
主
催
す
る
第
三
〇

回
サ
イ
ン
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
の
作

品
展
が
、九
月
一
〇
日
、一
一
日
の
二
日

間
、藤
枝
市
の
”Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
藤
枝”

一
階

展
示
ス
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、九
月
一
〇
日

の
”屋
外
広
告
の
日”

に
ち
な
み
、キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、パ
ネ
ル
ボ
ー
ド
で
広

災
害
時
応
急
対
策
で
協
定

静
岡
県
環
境
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合
・
伊
豆
の
国
市
上
下
水
道
協
同
組
合

県
内
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
者
ら

一
五
社
で
組
織
す
る
静
岡
県
環
境
施
設

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合（
松
本
正
彦

理
事
長
）と
伊
豆
の
国
市
内
の
上
下
水

道
工
事
業
者
二
七
社
が
加
入
す
る
伊
豆

の
国
市
上
下
水
道
協
同
組
合（
飯
田
俊

治
理
事
長
）で
は
、伊
豆
の
国
市
、伊
豆

市
、函
南
町
の
二
市
一
町
と
災
害
時
の

下
水
道
施
設
の
応
急
対
策
活
動
に
関
す

る
協
力
協
定
を
締
結
し
た
。

八
月
三
一
日
に
伊
豆
の
国
市
役
所
で

行
わ
れ
た
調
印
式
に
は
、両
組
合
の
理

事
長
ら
関
係
者
が
参
加
。同
市
の
望
月

良
和
市
長
と
協
定
書
を
交
わ
し
た
。

静
岡
市
と
同
様
の
協
定
を
結
ん
で
い

る
県
環
境
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
組
で

は
、大
規
模
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災

害
時
に
、組
合
が
下
水
道
施
設
の
点
検

や
修
繕
、堆
積
物
の
除
去
な
ど
災
害
の

状
況
に
応
じ
た
応
急
活
動
を
行
う
。

伊
豆
の
国
市
上
下
水
道
協
組
は
、災

害
時
の
水
道
施
設
の
応
急
処
置
や
防
災

訓
練
へ
の
協
力
を
担
う
。

市
で
は
、

「
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期

復
旧
は
、市
民
の
生
命
を
守
る
上
で
極

め
て
重
要
。こ
の
協
定
は
た
い
へ
ん
心

強
い
」と
期
待
を
込
め
た
。

環
境
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
組
で
は
、

「
災
害
時
に
万
全
の
対
応
が
で
き
る

よ
う
、組
合
の
力
を
結
集
し
て
強
固
な

体
制
を
築
い
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

個
性
的
で
斬
新
な
作
品
が
増
え
て
お
り
、

技
術
の
研
鑽
の
場
と
し
て
も
定
着
し
て

い
る
よ
う
だ
。こ
れ
か
ら
も
コ
ン
ク
ー

ル
を
通
じ
、技
術
の
向
上
を
図
る
と
と 

も
に
、屋
外
広
告
の
重
要
性
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

大
胆
な
構
図
な
ど
、個
性
溢
れ
る
作
品

に
見
入
っ
て
い
た
。

組
合
で
は
、

「
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
て
、

防
災
や
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が

多
く
み
ら
れ
た
。回
を
重
ね
る
ご
と
に
、

▲�望月伊豆の国市長（中央）と県環境施設メン
テナンス協組の松本理事長（向かって右）、
伊豆の国市上下水道協組の飯田理事長
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中央会の封筒裏面に広告を掲載しませんか！

■広告を掲載する封筒の種類と掲載箇所

■規格・広告掲載料

※広告原稿は、広告主様のご負担にて作成していただきます

■お申込み・お問い合わせ等
所定の申込用紙にてお申し込みいただくこととなりますので、まずは、下記までご連絡ください。
詳細な掲載要領や申込用紙などをお送りします。

◎静岡県中小企業団体中央会　総務課（ＴＥＬ：０５４－２５４－１５１１）
広告掲載申込み期間：平成２3年8月下旬～平成２３年１0月3１日（必着）

項　　目 中央会封筒

１枠サイズ

印　刷　色

掲　載　料

掲載期間

「中小企業静岡」発送用封筒

120mm（縦）×110mm（横）

１色（濃紺）※封筒は淡いブルー １色（紺・特色）※封筒はサーモンピンク

１枠につき60,000円（税込） １枠につき50,000円（税込）

１年間（４月１日～翌年３月３１日）

中央会では、平成24年度に使用する封筒の裏面を活用した組合や企業等の広告を募集しています。
この封筒は、文書発送時や会議開催時に使用され、組合関係者のみならず、企業、行政機関、金融機
関等の手元に届きます。貴団体・企業のPRにぜひご活用ください！！

①中央会封筒（縦332mm×横240mm）の裏面
Ａ４サイズの書類が入る大きさ。文書発送時、会議開催時に使用

②「中小企業静岡」発送用封筒（縦311mm×横228mm）の裏面
毎月発行される「中小企業静岡」等の発送用として使用

110mm（縦）×100mm（横）
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（平成23年8月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕
による毎月の景況調査の概要です。

組合活性化情報
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-20.0

-10.0

0.0

10.0

売上高
収益状況
業界の景況

H14.9.1 H15.9.1 H16.9.1 H17.9.1 H18.9.1 H19.9.1 H20.9.1 H21.9.1 H22.9.1

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

製造業中心に改善しつつも、売上高、
収益状況、業界の景況にて厳しさが見られる
～急激な円高、コスト拡大、物流の停滞、消費低迷など不安材料もあり～

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H23.08 -43.7 -6.6 -19.6 -19.6 -48.3 -27.6 -20.5 -12.6 -44.9

DI値

H23.07 -37.9 -9.9 -21.9 -21.9 -49.5 -28.8 -23.1 -15.0 -44.9

H23.07→H23.08 -5.8↘ 3.3↗ 2.3↗ 2.3↗ 1.2↗ 1.2↗ 2.6↗ 2.4↗ ±0→

［ 紙・紙加工品 ］　東日本震災後の反動で出荷数が減少。節電
にて操業をしているが、在庫の減りは少ない。

［ 窯業・土石製品 ］　前年並みだが、業界は明るい話題がな
い。秋以降は値上げを行い、収益向上を目指す。

［ 一般機器 ］　原材料、光熱費、燃料費の上昇により、収益と
資金繰りを圧迫している。

［ 輸送用機器 ］　多少は景気改善も見られるが、今後の円高
加速の影響が心配。

［ 小売業（家電） ］　地デジ移行がひと段落。エアコン等夏物
商品は、今ひとつの伸びだった。

［ サービス業（宿泊） ］　宿泊者数が前年同月比で上回った。
震災の影響で北関東、東北への旅行者が激減。その反動で伊
豆地方に観光客が流れてきている様子。

［ 商店街（焼津市） ］　連日猛暑が続き商店街は日中の来客が
少なかった。秋以降の来客増を期待。

［ 運輸業 ］　国内生産、消費とも伸び悩んでいることから輸
送物量は大きく減少。価格競争が激化し、原価を割るような
運賃が横行している。最低運賃制度の確立が急務。

　東日本大震災以降、厳しい傾向となりつつも復興需要を背景に徐々に悪化が縮小し、中小企業の景況は回復傾
向。8月は前月に比べ6項目にてポイント上昇となり、状況は改善に向かっている。ただし製造業では、原材料費等
の上昇が収益や資金繰りを圧迫。今後、円高の加速に加え、業種間・業種内の格差拡大が心配される。非製造業に
おいては、商店街を中心に夏期イベントが催された。なお、日中は猛暑のため人通りは少ないとのこと。物流面で
は、一部で荷動きの回復が聞かれるが、全体的にはまだ活発な様子は見られない。
　DI値は売上高、収益状況、業界の景況がマイナス40台と他に比べ悪化傾向が強い。その他はマイナス20台前後
を推移し、“前年同月を上回る”までには至らない。資材・部品、燃料光熱費の価格高騰、風評被害、急激な円高によ
り、業種・企業間で格差が広がる。受注見通しなど、今後に不安を抱えた状況となっている。

概　況

DI値の推移 ※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

業界の声  対象17業種より抜粋

主要三指標DI値推移（過去10年間）
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組合
運営QA
Q
AAAAAAAAAAAAAAA&

事
務
局

組合活性化情報

親
族
の
組
合
員
か
ら
誘
わ
れ
、
平
成
一
六
年

一
〇
月
、
組
合
事
務
局
に
入
っ
た
。

「
生
家
も
鉄
工
所
で
組
合
員
。
で
も
組
合
に

入
る
ま
で
”鉄”

は
一
種
類
だ
け
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
組
合
の
存
在
も
知
ら
な
か
っ
た
」

と
笑
う
。

組
合
に
は
、
島
田
市
と
そ
の
周
辺
市
町
の
鉄

工
業
者
七
一
社
が
加
入
。
今
年
で
設
立
五
六
年

を
迎
え
る
、
地
域
を
代
表
す
る
業
界
団
体
の
ひ

と
つ
だ
。

平
成
一
八
年
、
組
合
創
立
五
〇
周
年
を
祝
う

式
典
が
開
か
れ
た
。

「
組
合
の
歴
史
を
ひ
も
解
い
て
、
改
め
て
先

達
の
ご
苦
労
を
知
り
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
組

合
員
の
絆
の
強
さ
を
感
じ
て
、
役
に
立
ち
た
い

”初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
“を
念
頭
に

事
務
を
執
る

と
思
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

組
合
事
業
の
柱
は
、
設
立
か
ら
半
世
紀
以
上

続
く
資
材
の
共
同
購
入
。
組
合
員
が
必
要
と
す

る
様
々
な
形
状
・
素
材
の
鋼
材
や
非
鉄
金
属
な

ど
を
組
合
で
発
注
、
購
入
す
る
。

「
同
じ
種
類
の
鋼
材
で
も
販
売
店
ご
と
に
価

格
が
違
う
。
日
々
、
価
格
表
や
見
積
書
と
に
ら

め
っ
こ
で
す
」
と
常
に
研
究
を
怠
ら
な
い
。

求
め
が
あ
れ
ば
、
自
ら
資
材
を
切
削
、
配
送

も
行
う
。
納
品
や
集
金
で
七
〇
社
を
超
え
る
組

合
員
全
て
を
回
っ
た
と
い
う
。

「
お
か
げ
で
鋼
材
の
種
類
と
志
太
榛
原
地
域

の
道
路
は
、
ほ
と
ん
ど
覚
え
ま
し
た
ね
」
と
頼

も
し
い
。

こ
の
ほ
か
組
合
で
は
、
副
資
材
や
作
業
服
、

安
全
靴
、
洗
浄
剤
な
ど
の
購
入
、
各
種
保
険
の

事
務
代
行
な
ど
、
組
合
員
の
経
営
を
側
面
か
ら

サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
を
展
開
。
こ
れ
を
一
人
で

切
り
盛
り
す
る
。

事
務
局
入
り
し
て
七
年
。
念
頭
に
置
く
の
は

”
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず”

。

「
”慣
れ”

は
禁
物
。
一
人
な
の
で
落
ち
が
な

い
よ
う
常
に
確
認
を
心
が
け
、
責
任
と
緊
張
感

を
持
っ
て
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
事
務

を
執
っ
て
い
ま
す
」。

生
花
を
脱
色
し
、
好
み
の
色
で
着
色
し
て
加

工
す
る
”プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー”
に
魅
か

れ
、
資
格
を
取
得
。
休
日
に
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
の
講
師
を
務
め
る
ほ
ど
の
腕
前
だ
。 

「
自
分
だ
け
の
色
合
い
を
作
り
出
せ
る
の
が
、

一
番
の
魅
力
で
す
ね
」。

業務監査権限を有する監事は、監査を通
じて組合のガバナンスに関わる地位にあ

り、一般的に、理事の業務執行に対する「適法性」
（法令・定款違反）の監査を行うものと解されます。
　監査すべき法令違反としては、
① 組合員･組合債権者の利益保護を目的とする具
体的規定（競業禁止・利益相反取引の制限等）。
② 理事の善管注意義務・忠実義務を定める一般的
規定委任契約に基づく義務
③ 公益の保護を目的とする規定（独占禁止法、労働
関係諸法等）を含むすべての法令が含まれます。
　なお、理事が総会に提出しようとする議案等を
調査した結果、「著しく不当な事項」があると認
めるときは、その調査結果を総会へ報告しなけれ
ばならないなど、法律等により限定された問題に
対する妥当性監査が生じるものもあります。

業務監査権限を有する監事の業務
監査の範囲は、どこまで及びま
すか。

A.

Ｑ.

島田鉄工協同組合
　　　　　  （島田市）

事務局原﨑利恵子さん
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静岡県中小企業団体中央会 推奨商品
ユーザデータバックアップfor PC
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静岡労働局からのお知らせ
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経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済制度）のご案内
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※1　個人事業主の場合は、平成24年1月1日から平成26
年12月31日までの各暦年

※2　雇用増加割合＝　適用年度の雇用者増加数　
	 　　　　　　　前事業年度末日の雇用者総数
※3　当期の法人税額の10％（中小企業は20％）が限度

になります

２ 税制優遇制度の対象となる事業主の要件

◆青色申告書を提出する事業主であること
◆	適用年度とその前事業年度に、事業主都合によ
る離職者がいないこと
◆	適用年度に雇用者（雇用保険一般被保険者）の
数を₅人以上（中小企業の場合は₂人以上）、
かつ、10％以上増加させていること
◆	適用年度における給与等の支給額が、比較給与
等支給額（※1）以上であること
◆風俗営業等（※2）を営む事業主ではないこと
※1　比較給与等支給額＝前事業年度の給与等の支給額

＋前事業年度の給与等の支給額×雇用増加割合×
30％

※2　風俗営業及び性風俗関連特殊営業

３ 事務手続

１．	事業年度開始後₂ヶ月以内（※1）に、目標の
雇用増加数などを記載した雇用促進計画を作
成し、ハローワーク（※2）へ提出してくださ
い。➡ハローワークが、従業員の新規採用を
支援します。

２．	事業年度終了後₂カ月以内（個人事業主につい
ては₃月15日まで）に、ハローワーク（※2）で
雇用促進計画の達成状況の確認を求めてくださ
い。確認を求めてから返送まで約₂週間（₄月
～₅月は₁カ月程度）を要しますので、確定
申告期限に間に合うようにご留意ください。

３．	確認を受けた雇用促進計画の写しを確定申告
書等に添付して、税務署に申告してください。

※1　なお、平成23年４月１日から８月31日までの間に
事業年度を開始する事業主の場合には、10月31日
までに提出してください。

※2　事業主の主たる事業所（連結納税制度を適用して
いる法人の場合は、連結親法人の主たる事業所）
の所在地を管轄するハローワークを指します。

　今年₃月の東日本大震災と原子力発電所事故を
契機として、国民のエネルギー環境問題への関心
は高まり、持続可能な循環型社会の構築に向け環
境汚染問題や地球温暖化問題は避けて通れない課
題となっています。中小企業経営においても、環
境対応は重要なテーマとなっており、環境問題に
取組んだことで業績向上につなげている事例も多
くみられます。そこで、中小企業が環境問題（エ
コ商品開発、環境規制対策等）に効果的に取組む
ためのセミナーを開催します。セミナーでは、中
小企業の温室効果ガス排出量削減のために創設さ
れた国内クレジット制度の内容についても説明し
ます。
　ぜひ、多くの皆様にご参加いただきますようご
案内いたします。

■日程

「環境への取組みが業績向上につながる」

（14：00～ 15：30）
講師：いなほコンサルティング　代表　笠原秀紀氏

「国内クレジット制度の概要と活用事例について」

（15：30～ 16：00）
講師：㈱リサイクルワン

■日時・会場

■お申込み・お問合せ
静岡県中小企業団体中央会　経営支援課
〒420‒0853　静岡市葵区追手町44‒₁
TEL：054‒254‒1511
FAX：054‒255‒0673

「環境への取組みが業績向上につながる」
セミナー開催のご案内　参加無料

開催地 日　時　・　会　場 定員

西部会場
（浜松市）

平成23年10月25日（火）14：00～ 16：00
アクトシティ浜松コングレスセンター 22・23会議室
（浜松市中区板屋町111－1）

５０人

中部会場
（静岡市）

平成23年11月8日（火）14：00～ 16：00
静岡市産学交流センター・プレゼンルーム
（静岡市葵区御幸町3－21ペガサート6階）

８０人

東部会場
（三島市）

平成23年11月18日（金）14：00～ 16：00
三島商工会議所会館・4階会議室BC
（三島市一番町2-29）

５０人
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■募集要件
①	ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）
に関する取組（下記₁～ 12のいずれか）を積極
的に実施している事業所。
②	平成23年₄月₁日時点で、₁年以上静岡市に所
在している事業所。

■応募・問い合わせ先
http://www.city.shizuoka.jp/deps/shogyorousei/wlb.html
静岡市経済局商工部商業労政課
〒424‒8701　静岡市清水区旭町₆‒₈
TEL：054‒354‒2430　FAX：054‒354‒2132
■募集締切

平成23年10月28日（金）必着

ワーク・ライフ・バランスとは？
「仕事と生活の調和を図ること」をいいます。

企業・団体にとってのメリットは？
少子高齢化にともない労働力人口が減少す
るなか、出産・育児、介護等を理由に退職
する人が増えています。こうしたなか、企
業・団体にとっては「仕事と生活を両立でき、
能力を発揮できる職場づくり」等、ワーク・
ライフ・バランスに創意工夫して取り組む
ことにより、優秀な人材の確保、生産性向上、
企業イメージUPなど多くのメリットが期待
できます！　

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）に関する取組
①	従業員の仕事と生活の両立（調和）支援に向けて、
職場の環境を整備する取組
②	従業員の個々の能力を十分に発揮できる職場づくり
に向けた取組
③	働き方の見直しに資する労働条件の整備に関する取組
④所定外労働の削減のための取組
⑤年次有給休暇の取得促進のための取組
⑥	育児、介護又は自己啓発のための休業や勤務時間の
短縮、フレックスタイム制、在宅勤務などの制度を
活用する取組
⑦	育児休業又は介護休業の取得者に対する円滑な職場
復帰に向けた取組

⑧	育児又は介護に関する事業所内保育所の設置や補助
金、法定外の休暇、相談窓口の設置などの取組
⑨	育児や介護等により退職した者を再雇用や再就職に
より積極的に受け入れる取組
⑩	就業環境の変化に応じた非正規雇用から正規雇用へ
の転用制度
⑪	経営陣と従業員が協力する働きやすい職場づくりに
向けた取組
⑫	その他ワーク・ライフ・バランスを実現するための
独自の取組

表彰の流れ
 募集 ⇒ 選考 ⇒ 表彰 ⇒ 市広報誌・HP等で広く紹介

（～ 10/28）

●第₁回（平成21年度）受賞事業所
・㈱静岡銀行	 ・しずおか信用金庫
・平和みらい㈱	・東亜ドラム油業㈱清水事業所
・NPO法人男女共同参画フォーラムしずおか
●第₂回（平成22年度）受賞事業所
・お仏壇のやまき	 ・静清信用金庫
・大和証券株式会社静岡支店

従業員数の増加１人あたり20万円の税額控除を受けられます

「雇用促進計画」をハローワークに提出し、
1年間で5人以上（中小企業は2人以上）かつ、
10％以上従業員数を増加させた事業主に対
する税制優遇制度が創設されました。
従業員数の増加1人当たり20万円の税額控除
が受けられます。

※	税額控除を受けるためには、従業員数の増加の
ほかにも一定の要件を満たす必要があります。

１ 税制優遇制度の概要
◆	平成23年₄月₁日から平成26年₃月31日までの
期間内に始まるいずれかの事業年度（以下「適
用年度」といいます。）（※1）において、雇用者
増加数₅人以上（中小企業は₂人以上）、雇用
増加割合（※2）10％以上等の要件を満たす企業
は、雇用増加数₁人当たり20万円の税額控除（※
3）が受けられます。

第3回（平成23年度）静岡市ワーク・ライフ・バランス推進事業所表彰事業
ワーク・ライフ・バランス表彰推進事業所募集中
～ワーク・ライフ・バランスを積極的に推進している事業所を表彰します～

事業主の皆さまへ
雇用を増やした企業に対する
税制優遇制度が創設されました
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新たな観光スポットとして
脚光浴びる

“ぬまづみなと”の商店街

く み あ い 百 景

組
織
す
る
沼
津
魚
仲
買
商
協
組
の
ト
ッ

プ
も
兼
任
。
両
組
合
の
組
合
員
は
重
複

も
多
く
、
魚
仲
組
合
と
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
た
法
人
化
で
も
あ
る
。

組
合
で
は
、
商
店
街
の
知
名
度
ア
ッ

プ
や
個
店
へ
の
誘
客
を
図
ろ
う
と
、
商

店
街
の
地
図
や
組
合
員
全
店
舗
の
お
す

す
め
品
を
盛
り
込
ん
だ
カ
ラ
フ
ル
な 

”ぬ
ま
づ
み
な
と
ま
っ
ぷ”

を
五
万
枚
作 

成
。
旅
館
組
合
や
市
役
所
、
商
工
会
議
所

な
ど
を
通
じ
、
配
布
し
た
。

「
マ
ッ
プ
を
手
に
商
店
街
を
散
策
さ

れ
る
お
客
様
も
多
い
。
お
客
様
の
声
な

ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
二
年
目
で
早

く
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
よ
り

国
内
屈
指
の
漁
場
で
あ
る
駿
河
湾
や

伊
豆
近
海
の
魚
介
類
を
中
心
に
、
年
間

三
万
四
〇
〇
〇
㌧
の
水
揚
げ
量
を
誇
る

沼
津
港
。
漁
港
周
辺
に
は
、
港
で
水
揚

げ
さ
れ
た
カ
ツ
オ
、
サ
バ
、
ア
ジ
、
イ

ワ
シ
な
ど
の
海
鮮
を
食
材
と
す
る
飲
食

店
や
水
産
加
工
品
を
扱
う
販
売
店
が
軒

を
連
ね
、
関
東
地
方
を
中
心
に
多
く
の

観
光
客
で
賑
わ
う
商
業
集
積
で
あ
る
。

当
組
合
は
、
こ
の
商
業
者
ら
が
平
成

一
〇
年
に
立
ち
上
げ
た
”ぬ
ま
づ
み
な

と
商
店
会”

を
母
体
に
、
同
二
一
年
、

五
四
名
（
六
六
店
舗
）
で
法
人
化
し
た
。

「
任
意
組
織
で
は
、
共
同
宣
伝
や
水
産 

祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
通
じ
、

港
の
Ｐ
Ｒ
や
各
店
舗
へ
の
集
客
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
結
束

力
を
強
め
、
活
発
な
共
同
事
業
を
展
開

し
よ
う
と
、
法
人
化
に
踏
み
切
り
ま
し

た
」
と
後
藤
義
男
理
事
長
。

後
藤
理
事
長
は
、
市
内
の
一
〇
〇
社

を
超
え
る
水
産
流
通
・
加
工
業
者
ら
で

見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
マ
ッ
プ
を

目
指
し
て
工
夫
を
重
ね
、
港
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
後
藤
理
事
長
。

さ
ら
に
商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
”ぬ
ま
づ
み
な
と
の 

せ
ん
た
く
ん”

）も
制
定
。
お
揃
い
の
法 

被
も
つ
く
る
な
ど
、
身
近
で
親
し
み
や

す
い
商
店
街
を
目
指
す
と
と
も
に
、
組

合
員
の
さ
ら
な
る
結
束
に
も
注
力
す
る
。

商
店
街
の
周
辺
に
は
、
こ
こ
数
年
で

展
望
施
設
を
備
え
た
大
型
水
門
”び
ゅ

う
お”

や
水
産
複
合
施
設
”沼
津
魚
市
場 

Ｉ
Ｎ
Ｏ
（
イ
ー
ノ
）

”

、沼
津
港
マ
ー
ケ
ッ

ト
モ
ー
ル
”沼
津
み
な
と
新
鮮
館”

な
ど

が
次
々
に
オ
ー
プ
ン
。

さ
ら
に
沼
津
港
は
新
宿
と
の
高
速
バ

ス
の
直
行
便
も
あ
る
な
ど
、
首
都
圏
か

ら
も
気
軽
に
足
を
運
べ
る
距
離
に
あ
る
。

組
合
で
は
、
高
速
バ
ス
の
利
用
客
に
、

商
店
街
だ
け
で
使
え
る
”沼
津
港
地
域

通
貨
券”

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
企
画
。

「
バ
ス
会
社
や
旅
行
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ 

し
、
団
体
客
の
受
入
れ
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
観
光
資
源
を
組
み
合
わ
せ

た
相
乗
効
果
は
大
き
い
」
と
理
事
長
。

マ
イ
カ
ー
利
用
客
に
は
、
魚
仲
組
合 

や
魚
市
場
と
連
携
し
、
無
料
駐
車
ス
ペ 

ー
ス
の
確
保
や
割
引
制
度
の
導
入
で
対

応
。
受
け
入
れ
態
勢
は
万
全
だ
。

商
店
街
の
結
束
と
活
発
な
共
同
事
業

め
ざ
し
法
人
化

住　所 〒410-0842
 沼津市蛇松町32番地の3
理事長 後藤義男
組合員 57人
設　立 平成21年11月5日
T E L  055-962-2882
F A X  055-951-0391
U R L http://numazuminato.com/

ぬまづみなと商店街協同組合

▲�沼津魚仲買商協組の理事長も
務める後藤義男理事長

▲商店街の魅力がぎっしり詰まる“ぬまづみなとまっぷ”

み
な
と
マ
ッ
プ
や
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
知
名
度
ア
ッ
プ
を

高
速
バ
ス
利
用
者
に
地
域
通
貨
券
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
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年
間
約
一
四
〇
万
人
。

「
こ
の
数
字
を
一
〇
〇
〇
万
人
に
す

る
の
が
夢
」
と
後
藤
理
事
長
。

「
美
し
い
駿
河
海
に
面
し
、
富
士
山

を
望
む
沼
津
は
、
街
全
体
が
観
光
資
源
。

し
か
し
、
そ
れ
を
十
分
に
活
か
し
切
れ

て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
組
合
で
は

行
政
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
観
光

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
づ
く
り
や
”近
代
造
船

発
祥
の
ま
ち”

を
前
面
に
押
し
出
し
た

街
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
沼
津
港
を
商
店
街
だ
け
で
は
な
く
、

市
全
体
、
さ
ら
に
は
、
伊
豆
や
富
士
山
、

箱
根
を
含
め
た
地
域
全
体
の
賑
わ
い
創

出
の
核
と
し
た
い
。
港
は
そ
の
可
能
性

を
十
分
に
秘
め
て
い
ま
す
」
と
理
事
長

は
、
地
域
振
興
へ
の
想
い
を
熱
く
語
っ

た
。

組
合
で
は
、
沼
津
港
の
年
間
水
揚
げ

量
ト
ッ
プ
を
誇
る
サ
バ
を
活
か
し
た
新 

た
な
名
物
を
つ
く
ろ
う
と
、
日
大
国
際

関
係
学
部
や
地
元
の
製
麺
業
者
と
連
携
。 

サ
バ
ラ
ー
メ
ン
を
開
発
し
た
。

ス
ー
プ
は
鶏
ガ
ラ
と
サ
バ
節
を
ベ
ー

ス
に
し
た
、
透
き
通
っ
た
あ
っ
さ
り
白

醤
油
仕
立
て
、
麺
に
は
富
士
山
の
清
流

を
利
用
し
た
多
加
水
製
法
を
用
い
た
。

ト
ッ
ピ
ン
グ
は
、
地
元
産
の
あ
し
た

か
茶
で
臭
み
を
消
し
た
サ
バ
の
緑
茶
煮

を
使
用
。
こ
の
緑
茶
煮
は
鯖
緑
茶
煮
缶

詰
と
し
て
別
売
り
す
る
な
ど
、
地
元
の

食
材
を
最
大
限
に
利
用
し
た
。

「
沼
津
に
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
地
域

資
源
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
掘 

り
起
こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
に
活
か
し
た
い
」（
後
藤
理
事
長
）。

現
在
、
沼
津
港
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、

組合活性化情報

港
を
核
に
地
域
全
体
の
賑
わ
い
創
出

“いま再び！連携のとき”“いま再び！連携のとき”
～地域をつなぎ、地域を活かす～

開  催  日

会　    場

参  加  費

プログラム

平成23年10月19日（水）
13時30分開会
しずぎんホール「ユーフォニア」

3,000円（資料代等を含みます）
●表彰式典
　 静岡県の産業振興に尽くされた方々並びに組合の多大な功績を称えます。
　 静岡県知事表彰・褒賞、静岡県中小企業団体中央会会長表彰

●中小企業団体静岡県大会
 【基調講演】「発想の転換が成功を導く　～地域を活かす御用聞き訪問～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：東北大学大学院工学研究科　教授　堀切川一男 氏
 【意見発表】

主　催：静岡県中小企業団体中央会
後　援：静岡県／静岡県市長会／静岡県町村会
協　賛：静岡県中小企業団体職員協会／静岡県中小企業組合士会／静岡県青年中央会／静岡県中小企業団体レディース中央会

会場案内図

静岡市葵区追手町1-13 アゴラ静岡8階（静銀呉服町支店ビル）
 TEL. 054‒250‒8777

第57回　中小企業団体静岡県大会

▲多くの観光客でにぎわう商店街

▲�地元の食材を最大限に活用して
誕生したサバラーメンと鯖緑茶
煮缶詰

産
学
連
携
で
サ
バ
を
活
か
し
た

新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
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読者プラザ

身だしなみは、清潔感が大事だと、
「しっている」だろうか？
あいさつは、明るさと元気が大事だと、
「しっている」だろうか？
言葉遣いは、ていねいさが大事だと、
「しっている」だろうか？
おそらく、全部の人が「しっている」と答えるで
あろう。
では、次の3つの質問には、どう答えるだろう
か？
あなたは、身だしなみを清潔に
「している」だろうか？
あなたは、あいさつを明るく元気に
「している」だろうか？
あなたは、言葉づかいをていねいに
「している」だろうか？
「しっている」ことと「している」ことは、たった
一字の違いですが、その内容は全然違いますね。

しっている？
してる？
静岡県中部青年中央会

鈴木雅八
株式会社ベルスター・スズキ

●	発行人	／	静岡県中小企業団体中央会	〒420-0853	静岡市葵区追手町44-1	 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
	 	 	 東部事務所	 〒410-0881	沼津市八幡町7番1号	 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
	 	 	 西部事務所	 〒430-0929	浜松市中区中央1丁目17-19	TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
●	中央会ホームページ	http://www.siz-sba.or.jp/	●E-mailアドレス	joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
10月号（通巻695号）

新設組合紹介

静岡県における廃棄物処理業界の市場規模は、
この10年間ほぼ横ばいで推移しているが、業者	
数は年を追うごとに増加。受注競争は激化の一	
途をたどっている。
こうした中、磐田市を中心とする産業廃棄物	

処理業者6社が組織化。磐田市、袋井市、森町	
から成る中遠広域事務組合が払い下げる鉄屑プ	
レスやアルミガラ、ナゲット線など12品目の有	
価物の共同購入を行い、組合員の取引機会の拡	
大を図る。さらに、これら資源有価物に加え、	
シートや鉄箱など組合員の業務に必要な資材や	
副資材も合わせて組合で購入。経営コストの圧	
縮に寄与する。
さらに、教育情報事業を通じ、組合員の経営	

意識の高揚や従業員資質の向上にも組合を挙げ	
て取り組むとともに、ごみのリサイクル化など	
通じ、地域環境の整備にも積極的に貢献してい	
く考えだ。

資源有価物の
共同購入を通じ
取引機会の拡大を
遠州エコ事業協同組合
磐田市

澤西 一良理事長　

今月号の表紙を飾る“大井川鉄道”は、日本で	
初めて蒸気機関車の動態保存を始めた鉄道とし
て、全国から多くの観光客を集める“観光資源”。
関西の大手私鉄などから譲り受けた車両をオ	

リジナルカラーのまま使用していることから、	
鉄道マニアの間では有名な鉄道でもある。
始発駅のある金谷から奥大井までの沿線には、
昭和の面影を留めた建物や駅舎、風景が数多く	
残されており、映画やドラマのロケ地に使われ	

ることも多い。いわば日本（昭和）の原風景が色濃
く残る、丸ごと“地域資源”である。
だが、そこで暮らす人々にとっては日常の風	
景。その貴重さに気づかないことが多い。
かくいう金谷在住の私も、街中に響き渡るSLの
汽笛に安らぎを感じても、それが如何ほどの価値
を持つかを深く考えたことはない。SLに乗ったこと	
がない、という人も意外と多い（私もその一人だが）。
まずは、地元に目を向けよ、である。	 （住川）
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